
第２章 授業で勝負する
第４節 授業記録を読む（補足）

この節は、以下の４項で構成しています。

■授業記録を読む「総合」■

■授業記録を読む「文学」■

■授業記録を読む「説明文」■

■明日の授業を作る■

◎「学びの共同体」を作る

◎【補説】「学びの共同体」をめざして

◎説明文と文学の授業を作る

今回、■明日の授業を作る■の補足として、次の一文を追加します。

◎「学びの共同体」と「授業のＵＤ化」で子どもたちの学びをつくる

■明日の授業を作る■

「学びの共同体」と「授業のＵＤ化」で

子どもたちの学びをつくる



「学びの共同体」と「授業のＵＤ化」で

子どもたちの学びをつくる

草尾 佳秀

第３学年 国語科学習指導案

１ 単元名 はたらく犬について調べよう

教材名 「もうどう犬の訓練」(東京書籍 小学校３年下)

２ 目標

○だいじな言葉や文を見つけながら読み取る。【読むこと】

○書かれている内容を短くまとめながら読み取る。【読むこと】

単元の評価規準

関心・意欲・態度 書くこと 読むこと 言語活動

○働く動物について関心 ○知りたい事柄について、 ○目的に応じて、段落ご ○文章を読んでもっと詳

を持って読み、進んで 資料を読んで調べ、カ とにだいじな言葉や文 しく知りたいと思った

いろいろな資料を読ん ードに書く事柄を考え を見つけながら読んで ことを知るために、内

で調べようとしている。 ている。〈Ｂ(1)ア〉 いる。〈Ｃ(1)イ〉 容が関連する他の本を

○調べて分かったことを ○だいじな言葉や文を押 探して読んでいる。

整理し、短い文章に さえ、書かれている内 〈Ｃ(2)イ〉
まとめて書いている。 容を短くまとめながら

〈Ｂ(2)ウ〉 読んでいる。〈Ｃ(1)エ〉

３ 指導について

○ 本教材では、知りたいことについて調べて短くまとめる活動を通して、だいじな言

葉や文を見つけながら読み、短くまとめて要約する力をつけることをねらいとしてい

る。

この時期の児童は、生活範囲の広がりとともに、地域の方々との交流や校外での活

動で、見聞を広げる機会が増える。そうした中で、身の回りや地域社会の出来事への

関心も高まっている。説明文を読んで、身近なペットとしてかわいがられている犬と

盲導犬の違いに驚き、盲導犬をはじめとする働く犬についても「もっと知りたい」と

いう思いをより強く抱くことであろう。そのため、本や資料などのたくさんの文章の

中から、知りたいことを意欲的に探すことが期待される。知りたいことを調べるため

に適切な本や資料を選んだり、どこに知りたい情報が掲載されているかを探ったりす

る力をつけることもめざしたい。

○ １学期の説明文教材「自然のかくし絵」や、補助教材として用いた「ありの行列」

において、子どもたちは説明文の三段構成と要点のまとめ方について学んだ。また、



文学教材「ゆうすげ村の小さな旅館」では、あらすじのまとめ方を学習した。

これら一連の学習を重ねる中で、「要約」する力を着実に身につけてきている子が

いる一方、読むこと自体に抵抗のある子も存在する。少人数学級の中で両極端な姿を

示す子どもたちを、学習集団として組織し、すべての子の学びを成立させることが重

い課題になっている。

○ 本単元は、「読解」の学習と、そこでの学びを使った「活用」の学習で構成されて

いる。前半の「読解」においては、児童の実態を踏まえ、「授業のユニバーサルデザ

イン化」と「協同的な学び」という２つのアプローチを併用して授業改善を図りたい。

「授業のユニバーサルデザイン化」(筑波大学附属小学校・桂聖さん提唱)というの

は、特別支援教育の考え方を生かして、全員が楽しく「わかる・できる」授業づくり

をすすめようというものである。授業づくりの「工夫」という国語教育からのアプロ

ーチと、個別の「配慮」という特別支援教育からのアプローチで、授業づくりの工夫

をした上で個別の配慮をするという順序で授業をデザインしていくことになる。

授業では「論理」を目標にする。具体的に言うと、「論理的な話し方･聞き方」「論

理的な書き方」「論理的な読み方」を教えるということである。

論理を授業の目標にした上で、「焦点化」「視覚化」「共有化」という３つの要件で

授業をデザインする。「授業を焦点化(シンプルに)する」とは、ねらいや活動を絞る

ことである。「授業を視覚化(ビジュアルに)する」とは、視覚的な理解を重視した授

業にすることである。「授業を共有化(シェア)する」とは、話し合い活動を組織する

ことである。具体的には授業展開の中で触れていくことにする。

「学びの共同体の学校改革」(学習院大学・佐藤学さん提唱)においては、小学校低

学年においては全体学習とペア学習による協同的な学び、小学校３年以上、中学校、

高校においては男女混合４人グループによる協同的学びを中心に授業を組織してい

る。

そして、学びの共同体の学校改革が協同的学びを中心に授業を組織している理由と

して、次の４点を挙げている。

① 協同的学びは、学びの本質である。

② 一人残らず子どもの学びの権利を実現するためには、協同的学びによって子ども

同士が学び合うより他に方法はない。４人以下の小グループの学び合いは、どの形

態の授業よりも強制的に学びを促す機能がある。

③ 小グループの協同的学びが、学力の低い子どもの学力を回復する機能を発揮する

ことである。

④ 協同的学びが、学力の高い子どもにも、より高い学力を保証することである。た

だし、〈ジャンプの課題〉への挑戦を含んでいることが条件である。

通常、学びの共同体の学校の協同的学びにおいては、誰もが理解すべき〈共有の課

題〉(教科書レベル)と、その理解を基礎として挑戦する〈ジャンプの課題〉(教科書

レベル以上)の２つの課題で授業をデザインしている。

〈共有の課題〉においては、個人作業の共同化ともいうべき、小グループの協同的



学びによって組織する。個人作業の共同化においては、分からない子どもが「ねえ、

ここどうするの？」という問いを発することから学び合いが出発する。佐藤さんの観

察では、この学びで最も利益を受けているのは学力の高い子どもだそうだ。

〈ジャンプの課題〉は、クラスの半分から３分の１が達成できるレベルが妥当だと

いう。佐藤さんによれば、この学びで最も恩恵を受けるのは低学力の子どもであり、

〈ジャンプの学び〉を組織することで低学力問題の解決に効果を上げた学校がいくつ

もあるそうだ。

協同的学びを導入するにあたって、「教え合う関係」と「学び合う関係」の違いを

整理しておく必要がある。「教え合う関係」は、分かっている子どもが分かっていな

い子どもに一方的に教える関係で、両者の間に互恵的関係はない。それに対して「学

び合う関係」は、分からない子どもが「ねえ、ここどうするの？」と質問することか

ら出発する学び合いであり、両者に恩恵をもたらす互恵的関係が成立している。協同

的学びがめざしているのは、「学び合う関係」である。

いくつかの技術的問題について触れておきたい。

小グループは、男女混合の４人グループで組織する。５人のグループができる時は、

３人グループを３つにするなどして対応する。男女混合の方が探求が活性化される。

小グループの組織は、多様な個性や能力の子どもが偶発的に組織されるのが好ましく、

クジで決め、適宜編成を変えるのがよい。

１つの授業において、〈共有の学び〉と〈ジャンプの学び〉の両方を組織する。小

学校中学年においては、全体の協同的学びと小グループの協同的学びを適宜組み合わ

せて授業を進める。高学年以上では、〈共有の学び〉と〈ジャンプの学び〉を前半と

後半に割り当てるのが基本型である。なお、小グループの活動の間、教師は声を掛け

ない。歩き回るのも子どもたちの学びの妨げになる。ただし、参加できていない子ど

もは援助し、学び合いが滞っているグループに対しては最小限の援助を行う。

クラス全体を対象とする授業は、コの字型(ゼミナール形式)の配置で行う。高学年

以上では、最初から最後まで小グループの配置のままで、全体の協同的学びと小グル

ープの協同的学びの両方を実施してもよい。

「協同的な学び」は、これまでの授業形態(子どもの側から言えば、学びのカタチ)

を一変させた。そんな中で、ＯとＨは何とか学びの場に踏みとどまっているというの

が実状である。「まねる」ことは「まなぶ」ことの第一歩だと確信し、丸写しも含め

て授業参加を評価してきた。今回、次の一歩が見られるかどうかが勝負所である。

「協同的な学び」を教授法の側からのアプローチと位置づけているのに対して、「授

業のユニバーサルデザイン化」は、教育内容の側からのアプローチという位置づけに

なる。その融合と統一を模索した授業展開を追究するになる。つまり、１時間のねら

いを「焦点化」した上で、ペア学習やグループ学習のカタチを中心に学習を進め、そ

の中に「共有の課題」と「ジャンプの課題」を設定する(課題設定については未消化

のまま迷っている)。課題には「しかけ」を作ることで「視覚化」を図り、グループ

学習による「共有化」をめざす。また、ペア学習やグループ学習で困難が予想される

子には、個別支援を用意する。－－以上のような授業デザインで、目標に近づく指導

をしたい。



４ 指導計画(全 11時間)
次 時 主な学習活動 評 価 規 準 評価方法

一 学習の見通しを持つ。

１ ○学習のねらいと活動の流れを確かめ、初発の ○働く犬に関心を持ち、教材文の内容に興味を 発言

感想を発表する。 持って読もうとしている。【関心・意欲・態度】 ノート

二 説明文の内容を読み取り、要約する。

２ ○だいじな言葉や文を手がかりに、形式段落① ○だいじな言葉や文を手がかりに、盲導犬に ノート

本 ～③・⑯を読み、はたらく犬の中の盲導犬に ついて読み取っている。【読む】 発言

時 ついて要約する。 ○だいじな言葉や文をみつけ、言葉を補った

り書き換えたりしながら、内容を短くまとめ

ている。【読む】

３ ○だいじな言葉や文を手がかりに、形式段落④ ○だいじな言葉や文を手がかりに、訓練の内 ノート

本 ～⑮を読み、盲導犬になるための訓練内容を 容を読み取っている。【読む】 発言

時 読み取る。

４ ○だいじな言葉や文を手がかりに、形式段落④ ○だいじな言葉や文をみつけ、言葉を補った ノート

本 ～⑫を読み、盲導犬になるための訓練内容に り書き換えたりしながら、内容を短くまとめ 発言

時 ついて要約する。 ている。【読む】

５ ○だいじな言葉や文を手がかりに、形式段落⑬ ○だいじな言葉や文を手がかりに、盲導犬に ノート

本 ～⑮を読み、盲導犬にふさわしい心構えを身 ふさわしい心構えについて読み取っている。 発言

時 につける訓練について要約する。 【読む】

○だいじな言葉や文をみつけ、言葉を補った

り書き換えたりしながら、内容を短くまとめ

ている。【読む】

三 もっと知りたいことを本や資料を使って調、「はたらく犬 もの知りカード」を作る。

６ ○「はたらく犬 もの知りカード」を作る ○働く犬について調べることに関心を持ち、知 行動観察

ために調べることを決める。 りたいことを進んで考えようとしている。【関 発言

心・意欲・態度】

７ ○いろいろな本や資料から働く犬について知り ○知りたい事柄について調べるために、関連する内 ノート

８ たい事柄を調べる。。 容の本や目的に合った本を活用して読んでいる。 行動観察

【読む】

○知りたい事柄を調べるために、だいじな言葉や文

を見つけながら読んでいる。【読む】

９ ○調べて分かったことを短くまとめて「はたら ○調べて分かったことを整理して、だいじな言葉や カード

く犬 もの知りカード」 文を落とさないように、短くまとめて書いている。。 行動観察

【書く】

10 ○「はたらく犬 もの知りカード」を友達 ○「はたらく犬 もの知りカード」を友だちと交換 行動観察

と交換して読み合い、、感想を交流する。 し、問いの答えになるように、だいじな言葉を押 発言

さえて分かりやすく要約できているか確かめ合っ

ている。【書く】

四 学習を振り返る。

11 ○「はたらく犬 もの知り事典」。を作り、 ○だいじな言葉や文を見つけながら読む力と 行動観察

学習したことを振り返る 要約する力について学習したことを振り返 発言



り、今後の学習活動に生かそうとしている。

【関心・意欲・態度】

５－１ 本時案（第２時） 2013年 10月 22日(火) 第３校時

(1)目標 だいじな言葉や文を手がかりに、盲導犬とはどういう犬かを読み取り、要約

することができる。

(2)展開
学習活動 教師の指導と支援 評価

１ 前時の学習を振り返り、

本時のめあてを確認する。 á焦点化

もうどう犬とはどういう犬かを短くまとめよう

２ 「要約」のわざを知る。 ○ P41「言葉の力」を読み、「要約のわざ」と

してまとめる。

「要約のわざ」

１ だいじな言葉や文を見つける

２ 内容を短くまとめる

①だいじな言葉や文を使う

②分かりやすく書きかえたり

③言葉をおぎなったりする

３ 盲導犬の概要をつかむ。

【共有の課題】

○「犬はどんな動物か」 ○「問い」に対する「答え」の部分に線を引か

せる。

【支援】「犬は、……動物です。」の文で、答

えの見つけ方を助言する。

○犬の関係図を仕上げる ○「答え」の部分に線を引き、関係図に書き込

ませる。 á視覚化

犬 ○ペアで話し合いながら確認を行う。

〈ペア学習〉

上 ペットとして…

下 働く犬 盲導犬

４ 「盲導犬とはどんな犬か」 ○「問い」に対する「答え」を見つけてノート ・だいじな言葉や文を



「目の不自由な人にとって にまとめさせる。 手がかりに、「盲導犬」

盲導犬とは何か」を短くま 【まとめる手順】 について短くまとめ

とめる。 ・「問い」に対する「答え」の段落を見つけ、 ている。

【ジャンプの課題】 該当部分に線を引く。 (ノート・発言)

・「要約のわざ」を使ってまとめる。

○基本的には子どもたちに任せる。学習が成立

しにくいグループには、「問い」と「答え」の

照応関係などヒントを与える。

〈グループ学習〉

á共有化

○全体交流

５ 本時学習のまとめをす

る。 ○「要約」「要約のわざ」についておさえる。

○「序論」と「結論」の要約を復唱し、次時以

降「本論」の読みに入ることを予告する。

５－２ 本時案（第３時） 2013年 10月 23日(水) 第３校時

(1)目標 だいじな言葉や文を手がかりに、盲導犬になるための訓練の内容を読み取る。

(2)展開
学習活動 教師の指導と支援 評価

１ 前時の学習を振り返り、

本時のめあてを確認する。 á焦点化

もうどう犬になるためにはどんな訓練をするのか読み取ろう

２ 「本論」部分(④～⑮段 ○ペア音読

落)を読む。 〈ペア学習〉

３ 盲導犬の訓練の内容を読

み取る。

(1)順序や時期を表す言葉
に注意して、盲導犬の成 ○順序や時期を表す言葉「さいしょは」「次は」 ・だいじな言葉や文を

長過程と訓練について整 「さらに仕上げの一か月は」を見つけて、赤 手がかりに、盲導犬

理する。 鉛筆で囲ませる。 になるための訓練内

【共有の課題】 ○だいじな言葉には赤でサイドラインを引かせ 容を読み取っている。

る。 á視覚化 (ワークシート・発言)

○グループで確認しながらワークシートを仕上

げる。

〈グループ学習〉

á共有化



○全体交流

(2)訓練内容を犬の特長を ○「犬の特長を生かしている」段落番号を赤で、

生かしている部分と抑え 「犬の特長を抑えている」段落番号を青で囲

ている部分に分けて整理 ませる。

する。 【支援】「犬の特長」とは何かを振り返らせ

【共有の課題】 る。

○(1)で作成した表に赤・青を重ねることで、

訓練が犬の特長を生かしたり抑えたりしなが

ら進められていることを理解させる。

á視覚化

(3)「犬の特長を抑えた訓 ○「犬の特長を抑えることが使う人の安全確保

練」をするのはなぜか考 につながっている」等、自分なりの考えをま

える。 とめさせる。

【ジャンプの課題】 〈グループ学習〉

á共有化

○全体交流

４ 本時学習のまとめをす

る。

５－３ 本時案（第４時） 2013年 10月 24日(木) 第１校時

(1)目標 だいじな言葉や文を見つけながら、盲導犬になるためにどんな訓練をするの

かを要約することができる。
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(2)展開
学習活動 教師の指導と支援 評価

１ 前時の学習を振り返り、

本時のめあてを確認する。 á焦点化

もうどう犬になるためにはどんな訓練をするのかを短くまとめよう

２ 「本論」④～⑫段落を読 ○役割音読

む。 １回目 「人間の言うことにしたがう訓練」

と「人を安全にみちびく訓練」に分かれて

２回目 「犬の特長を生かしている部分」と

「抑えている部分」に分かれて

〈ペア学習〉

３ ④～⑫段落を要約するた ○前時に整理したワークシートや教科書を見な

めに必要な、だいじな言葉 がらだいじな言葉、文を確かめる。

や文を確かめる。

【共有の課題】

４ 盲導犬になるためには、 ○どんな訓練をするのかを書くため、「～する ・だいじな言葉や文を

どんな訓練をするのかを、 訓練をします。」という書き方になるように指 手がかりに、短くま

短くまとめてノートに書 示する。 とめている。

く。 ○文をつなぐ言葉、こそあど言葉などを使った (ノート・発言)

【共有の課題】 り、分かりやすく書き換えたり、言葉を付け

足したりして、工夫することも伝える。

〈グループ学習〉

á共有化

○全体交流

５ 盲導犬ができなくてはい ○難度の高い設問なので、学習活動４でまとめ

けないことはどんなことか た要約をさらに短くしたものでも可とする。

考える。 〔参考例〕盲導犬は、命令に従うか、従って

【ジャンプの課題】 はいけないかを、使っている人の安全を

考えて決めることができなくてはいけま

せん。また、道を歩くときも、人が安全

に歩けるように導くことができなくては

なりません。

〈グループ学習〉

á共有化

６ 本時学習のまとめをす

る。



５－４ 本時案（第５時） 2013年 10月 25日(金) 第２校時

(1)目標 だいじな言葉や文を手がかりに、もうどう犬にふさわしい心構えを読み取り、

要約することができる。

(2)展開
学習活動 教師の指導と支援 評価

１ 前時の学習を振り返り、

本時のめあてを確認する。 á焦点化

もうどう犬がしてはいけないことを短くまとめよう

２ 全文を音読して、「もう ○段落交代読みで全文音読

どう犬がしてはいけないこ 〈ペア学習〉

と」が書かれている段落を 【支援】「～してはいけません」という表現

見つける。 に着目させる。

３ 「もうどう犬がしてはい

けないこと」をまとめる。

【共有の課題】

○要約する ○⑭段落を読んで、だいじな言葉や文を見つけ ・だいじな言葉や文を

て短くまとめる。 見つけて、「してはい

〈グループ学習〉 けないこと」につい

á共有化 て短くまとめてい

○全体交流 る。」

○「してはいけないこと」 ○「心構え」が犬の特長を抑えたものであり、 (ノート・発言)

＝「盲導犬にふさわしい 「盲導犬は犬としての本来の要求の多くを抑

心構え」であることを確 えて無理をしてくれている」ことを話す。

認する

４ 「してはいけないこと」 ○盲導犬が「してはいけないこと」をしたとし

は、なぜいけないのか考え たら、どんな不都合が起こるのか、具体的な

る。 場面を設定してシナリオを書く。

【ジャンプの課題】 ○グループでシナリオを選び、役割を決めて劇

化する。 á視覚化

〈グループ学習〉

á共有化

５ 本時学習のまとめをす

る。



①②

③④⑤⑥

⑦⑧⑩ ⑨

⑪



⑫

⑬⑭⑮⑯



「もうどう犬の訓練」の授業を終えて

１ 全体を通して

ここでは、「授業のユニバーサルデザイン化」と「学びの共同体」というテーマに即し

て、達成できたこととできなかったことを整理しておきたい。

まず、「学びの共同体」＝「協同的学び」について。

学びのカタチとしては、年度初めから４人と３人のグループ学習を一貫して続けてきた。

そういう意味では、半年の時間的経過によって子どもたちはこのカタチに十分慣れている。

学びの質という点では、例えば算数においては、「共有の課題」と「ジャンプの課題」が

ある程度機能している。しかし、国語においては未知の世界だ。

佐藤学さんは、「中学年においては、全体の協同的学びと小グループの協同的学びを適

宜組み合わせて授業を進める。高学年以上では、〈共有の学び〉と〈ジャンプの学び〉を

前半と後半に割り当てるのが基本型である」と述べておられる。したがって、３年生で「ジ

ャンプの課題」にこだわることはないのだが、あえて挑戦してみた。結果的に、「ジャン

プの課題」については失敗だった。少し詳しく分析しておきたい。

第２時と第３時は、課題設定において失敗だった。第２時は、序論部分の学習という流

れの中でいきなり結論部分に解のある問いを出した。しかし、子どもたちはほとんど間髪

を入れずに答えを見つけてしまった。子どものチカラを読み誤ったことが原因で、ジャン

プの課題たり得なかった。第３時も同様の理由で、ジャンプの課題にはならなかった。

第４時と第５時は、時間設定において失敗だった。課題の質としては「ジャンプの課題」

たり得たのだが、それに取り組む十分な時間を確保できなかった。時間不足は４時間とも

同様で、これには２つの原因が考えられる。１つは授業者の不慣れであり、１つは子ども

の学ぶチカラと指導案のギャップである。

次に、「授業のユニバーサルデザイン化」について。

ＵＤ化の柱「焦点化」については、授業後に行った振り返りの会で先生たちから高い評

価をいただいた。授業の組み立ては概ね狙い通りにできたと言える。

２つ目の柱「視覚化」については、計画段階での不十分さを感じている。「ジャンプの

課題」を配置したいという問題意識から、「共有の課題」に取り組む時間を短縮したいと

考えた。その結果、座学に偏った授業展開になってしまった。授業を終えて思うに、座学

偏重が「共有の課題」を解決するまでの時間を長引かせてしまったという側面があったか

もしれない。精査を要する。

３つ目の柱「共有化」＝「話し合い活動の組織化」については、子どもたちが着実に力

をつけ、学習集団として育ってきている。この部分は、「協同的な学び」の課題と深く重

なり合っている。

「指導の工夫」と「個別の配慮」という視点から検証した時、「個別の配慮」の不十分

さが際立っている。指導案でターゲット児童として挙げたＯとＨのうち、Ｏは想定以上の



活躍が見られた。Ｈは、漢字の読字力・書字力、言葉の意味理解力に課題があり、教科書

にルビを付ける程度の対応では学習に参加できない状況にある。確かにその子なりの頑張

りというのはあるのだけれど、それは「わかる・できる」レベルからはほど遠い。教師の

無為を棚上げにすることはできないが、果たして集団での学習が成立するのかという根本

的な問題に直面している。

２ 各時間を振り返って

(1)第２時(１０月２２日)の授業について

第１時の授業が終わった１０月２１日の放課後、教室の後ろに説明文の３段構成図を書

いた模造紙を貼りだした。

第２時の授業の冒頭、この文章は「はじめ(問い)」と「おわり(答え)」という説明文で

はなく、「はじめ」に話題が提示され「おわり」にまとめがあり、「中」で詳しい説明をす

るという構造になっていることを話した。

本時のねらいは、「要約のしかたを知る」ことである。焦点化はねらいを絞り込むこと

であり、授業展開はこのねらいに集約されるように構成する。

まず、「要約」の意味とわざについて説明し、Ａ２サイズにまとめた「要約のわざ」（内

容は指導案参照）を掲示した。そして、「実際にこのわざを使って要約をしてみましょう」

と言って、「犬はどんな動物ですか」という問いを出した。「問い」に対する「答え」部分

に傍線を引かせた。冒頭の１文が答えということもあって、全員が正解していた。そこで、

答えではなく「答えの見つけ方」を発表させた。「犬はどんな動物ですか」「犬は○○な動

物です」という照応関係を言葉に出して確認させるステップは、本時では大事な共有化の
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作業だ。

続いて、楕円だけのワークシートを配って、「円の中に合う言葉を入れてごらん」とだ

け言った。「盲導犬」という言葉をどこかに入れると言うかどうかギリギリまで迷ったが、

指導案通りノーヒントにした。「働く犬」の中の円が「警察犬」か「盲導犬」かで意見が

分かれ、結果的に子どもたちの読みが深まった。課題をドンと与えて、じっと待つ…「学

びの共同体」を意識するようになってからの授業の醍醐味の片鱗が見られた場面だ。

２つ目の「問い」は「盲導犬はどんな犬ですか」だ。「答え」の文に傍線を引かせ、キ

ーワードを使ってまとめさせる手順は変わらない。短くまとめるやり方は複数出された。

ここは、「盲導犬は、…犬です。」という文型で「目の不自由な人」「助ける犬」というキ

ーワードが入っていれば正解とした。

３つ目の問いとして、「目の不自由な人にとって盲導犬とは何ですか」と聞いた。子ど

もたちが開いている教科書の４ページ先の問いなのだが、間髪を入れずに答えられてしま

った。「ジャンプの課題」にならなかったことはすでに述べた。

最後に、「要約」と「要約のわざ」について復唱し、本時の学習が構成図の「はじめ」

と「おわり」に当たることを話し、次時から「中」の読みに入ることを告げて終わった。

(2)第３時(１０月２３日)の授業について

本時では盲導犬の訓練内容を読み取り、次時では読み取りをもとに訓練内容を要約する。

授業は２日にわたるものの、連続した展開になっている。

授業開始時点で、教室後ろの模造紙は次ページのようになっていた。それを見ながら、

今日は「中」の部分、すなわち盲導犬になるための訓練について読むことを確認した。

ペアで段落交代の音読をした後、次のように指示した。「順序やいつ頃という時期を表

す言葉を見つけて、赤鉛筆で囲みなさい。」この時点では、「正解」の数は言わなかったし、

ワークシートも渡さなかった。課題のレベルを上げるためだ。

も
う
ど
う
犬
の
訓
練

も
う
ど
う
犬
は
、
目
の
不
自
由
な

人
を
助
け
る
犬
で
す
。

目
の
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
も
う
ど
う
犬
は
、

体
の
一
部
で
あ
り
、
心
の
通
う
家
族
な
の
で
す
。

はじめ

(話題)
おわり

(まとめ)

中

(くわしい説明)



つづいて、「その時にどんな訓練をするのか分かる部分に、赤鉛筆でサイドラインを引

きなさい」と指示した。いずれも、意見を出し合いながらグループで取り組ませた。

スッキリとモヤモヤが混在している頃合いを見て、ワークシート(指導案参照。ただし、

太ゴシック部分は空欄になっている)を配った。このタイミングの機微がこの時間のすべ

てであったと、振り返って思う。「ああ、やっぱり」「そうやったんや」という確認と納得

のつぶやきの中で、ワークシートは仕上げられていった。

２つ目の課題は、２つのステップに分けた。まず、それぞれの訓練について書かれてい

る段落番号を、○を付けない数字でワークシートの余白に書かせた。そして、犬の特長(前

時の「犬はどんな動物か」の答えがそれで、授業後に「かしこい」「活発」「人なつこい」

とまとめて掲示しておいた)を「生かしている」段落番号を赤で、「抑えている」段落番号

を青で囲ませた。この部分は、各訓練が犬の特長を生かしたり抑えたりしながら進められ

ていることを視覚的に捉えさせるための展開だ。子どもたちは、⑩⑬の扱いに迷い、⑮は

「生かす」に分類していた。赤と青をミックスした「紫」も１つあると助言したが、これ

はあまり届かなかった。授業終了が迫っており、結論を出さずに置いておいてもよかった

が、強引に押しつけた上で「生かしたり抑えたり」というまとめをした。強引は百も承知

で、後の展開でフォローするつもりでいた。

さて、「ジャンプの課題」にたどり着いた時点でチャイム１分前。「犬の特長を抑えた訓

練をするのはなぜか」という問いは、呆気なく解を得てチャイムに間に合ってしまった。

授業そのものはそれでよかったのだが、「ジャンプの課題」に位置づけたことは完全な読

み誤りだった。



(3)第４時(１０月２４日)の授業について

前時と連続した授業の後半部分が本時で、前時のワークシートや教科書の傍線を手がか

りに、盲導犬になるためにどんな訓練をするのかを要約する。

ペアでの役割音読は、所要時間の考えて、「人間の言うことに従う訓練」部分と「人を

安全に導く訓練」部分に分かれての１回にした。なお、どちらでもない段落は一緒に読む

ように指示した。

前時のキーワード、キーセンテンスを確認させ、「盲導犬になるためにはどんな訓練を

するのか要約しましょう」と課題を課した。あわせて、「～する訓練をします。」という書

き方になるように指示した。

グループの話し合いが始まって間もなく、子どもたちは、昨日のワークシートを使えば

要約文ができることに気づいた。そこで、ワークシートになくても「ここは入れた方がい

いと思ったら書き加えていいよ」と、ゆさぶりをかけてみた。案の定、子どもたちは迷い

始めた。これも大事、あれも大事と言い出すと、結局全段落の要点を列挙することになる。

「そうかなあ」「それって、何の訓練？」などと時おり口をはさみながら、子どもたちの

議論が収斂されていくのを待った。

犬が１さいになると訓練が始まります。

まず、人間の言うことにしたがう訓練をします。

次は、人を安全にみちびく訓練をします。訓練を通して、もうどう犬にふさわし

い心がまえも身につけていきます。

さらに仕上げの１か月は、いっしょに町を歩く練習をします。

子どもたちは⑬段落の内容(太字部分)を加えていった。⑫段落の「使っている人にとっ

てきけんな命令にはしたがわない」訓練については出てこなかったので、私から示した。

(斜体太字部分)

犬が１さいになると訓練が始まります。

まず、人間の言うことにしたがう訓練をします。

次は、人を安全にみちびく訓練をします。その中で、使っている人にとってきけ

んな命令にはしたがわない訓練もします。また、訓練を通して、もうどう犬にふさ

わしい心がまえも身につけていきます。

さらに仕上げの１か月は、いっしょに町を歩く練習をします。

いよいよ、ジャンプの課題である。「訓練を受けた盲導犬ができなくてはいけないこと

はどんなことですか」と尋ねた。そして、「盲導犬は、○○することができなくてはなり

ません。」という話形で答えるように求めた。

「盲導犬は、人間の言うことに従うことができなくてはなりません。」「盲導犬は、人を

安全に導くことができなくてはなりません。」「盲導犬は、盲導犬にふさわしい心構えを身

につけることができなくてはなりません。」…そこまでは、よかった。ある子が、「盲導犬

は、危険な命令には従わないことができなくてはなりません。」と言って、言い回しの混

乱が始まった。一方で命令に従うことを求め、もう一方で従わないことを求める。その命

令が安全かどうかを自分で判断して、従うかどうかを決める－－実に高度な要求をしてい

ることを話して聞かせた。嘆息が漏れ、子どもたちは納得顔をしている。やや駆け足気味



ではあったが、学びの質を深める学習課題であった。

(4)第５時(１０月２５日)の授業について

「盲導犬がしてはいけないこと」が書かれている段落を見つけるように告げて、段落交

代読みで全文音読をした。⑭段落がそうであることを、子どもたちは難なく見つけた。

要約では、「他の犬がほえても、気にしないこともひつようです。」を「…気にしてはい

けません。」と書き換えていた。「要約のわざ」を使って要約する活動の積み上げが、子ど

もたちの確かな力になっている。「おこったり、ほえたり、あばれたり」を「おこったり」

に、「あまえたり、じゃれたり」を「あまえたり」に集約し、「おこったり、あまえたり、

おいしそうなにおいのする方に行こうとしたりしてはいけません」とまとめたグループも

あった。特にそうする必要はないと思うが、集約の根拠を聞いてそれも認めた。

つづいて、「『してはいけないこと』をまとめて何という言葉で書き表していますか」と

聞いた。ほどなく、「もうどう犬にふさわしい心がまえ」、絞り込んで「心がまえ」という

言葉に行き着いた。そこで、⑬＝⑭であることを押さえ、第３時で⑬段落を強引に青(犬

の特長を抑える訓練)に分類したフォローをした。その上で、「盲導犬は犬としての本来の

要求の多くを抑えて無理をしてくれている」ことを話した。

最後は、「盲導犬が、もしも『してはいけないこと』をしたとしたらどうなるかを考え

て、それを劇にしなさい。」と課題を出した。課題としてはおもしろかったのだが、いく

つかの理由でうまくいかなかった。先に書いたことの繰り返しになるが、第１には、こう

した活動にあまりに不慣れであったことが挙げられる。短時間で具体的な場面を設定して

シナリオ化し、役割を決めて劇化するというのは、子どもたちの実力を超え過ぎた課題で

あった。第２には、やはり本時も時間不足に陥った。十分な活動時間を保障できなかった

のは、授業の進め方の問題というよりも、課題設定そのものに問題があったと考えられる。
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３ 成果と展望

この単元の学習に限ったことではないが、この単元の学習でも確認できたことがあった。

１つは、ＵＤ＋学びの共同体の営みは最下層の子どもたちの学びにとって有効だという

ことだ。最下位層の子どもが学びの場に踏みとどまり、不十分ながらも話し合いに参加し、

時には話し合いをリードする発言もあった。到底満足できるレベルではないが、個の学習

ではそのレベルにさえ達し得なかったことは容易に想像できる。教師の指導力が上がれば、

さらに高次の学びを保障できるに違いない。

２つ目には、ＵＤ＋学びの共同体の営みは中間層の子どもたちの学びを押し上げるとい

うことだ。上位層の子どものつぶやきが中間層の子どもたちの思考を支え、深化させる場

面にしばしば出会った。「いい発言」が周りの評価を得、それがまた自信になっていく好

循環ができてきている。

３つ目には、ＵＤ＋学びの共同体の営みは上位層の子どもたちの学びの質を高めるとい

うことだ。上位層の子どもは、時に自分の考えを分かりやすく説明し、時にみんなの発言

を整理･調整し、時になかまの学びを励まし…実に多様な役割を担っている。その過程で

思考が論理的に整理され、確実性を増していっている。佐藤さんが「共有の課題」で最も

得をするのは上位層の子どもだと指摘されているが、まさにその通りだと実感する。

つまり、どの子どもにとっても、ＵＤ＋学びの共同体の学びは有用だと言える。その有

用性を確認できたというのが現時点での成果で、あとは精度を高めていけばよい。

「精度」について言えば、現状では算数の授業の方がうまく展開できている。これは、

課題設定の適･不適に依ると考えられる。したがって、国語における課題設定を工夫し、

それをきちんとＵＤ化することができたら、展望は開けると確信している。


